




目的 

濾紙血液を用いた TSH,T4,TBG などの測定法がより短時日で施行できるようになったとし

ても,不良検体が多かったり,検体の受付けまでに多くの日数を要したのでは,検査結果の

迅速な報告は不可能である。そこで,昭和 56 年 4 月から 57 年 1月までの検体 95,732 件に

つき,一次スクリーニングの結果報告に要した日数につき,各種の検討を加えた。分析は,

受付けた検体に記載してある資料をコンピュータに入れて行った。 


